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［ 会 期 日 程 ］

９月６日（金）　本会議
９月７日（土）　（休会）
９月８日（日）　（休会）
９月９日（月）　（議案熟考のため休会）
９月１０日（火）　常任委員会
９月１１日（水）　本会議（一般質問１日目）
９月１２日（木）　本会議（一般質問２日目）
９月１３日（金）　決算特別委員会
９月１４日（土）　（休会）
９月１５日（日）　（休会）
９月１６日（月）　（休会）
９月１７日（火）　会期日程変更会議
９月１８日（水）　決算特別委員会
９月１９日（木）　決算特別委員会
９月２０日（金）　本会議

　平成２５年第３回平川市議会定例会は、９月６日から２０日までの１５日間を会期として開催
されました。
　本定例会では、平成２４年度一般会計などの決算（２４件）を審査するために議員全員で構成
する決算特別委員会が設置され、委員長に山田尚人委員、副委員長に對馬　實委員が選任され、
就任のあいさつを述べました。
　今回提出された議案は、水道事業会計未処分利益余剰金の処分案１件、各条例案３件、各会
計補正予算案９件、旧慣による市有財産の使用許可の延長について１件、市道路線の廃止及び
認定案各１件、報告事項３件、あわせて４３件となっております。また、最終日には議員の派
遣について２件が追加議案として提出されました。
　これらを慎重に審議した結果、議案第１１１号、第１１２号、第１１３号は、起立採決により賛成
多数で原案認定となりました。その他の議案については原案可決または原案認定となりました。

第３回定例会（概要）
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第３回定例会（審議した議案）

●平川市税条例の一部を改正する条例案

（平成２９年１月１日から施行）

　地方税法等の一部改正に伴い、年金所得に係る市民

税の仮特別徴収税額等を改め、及びその他所要の改正

を行うため。

質　疑

　問　主な改正内容は。
　答　地方税法の改正に伴い年金所得に係る市民税の特

別徴収方法が変更になることと、少額投資非課税制

度の創設に伴う変更などである。

●平川市国民健康保険税条例の一部を改正する条

例案

（平成２９年１月１日から施行）

　地方税法施行令の一部改正に伴い、上場株式等に係

る配当所得、株式等に係る譲渡所得及び条約適用配当

等に係る国民健康保険税の課税の特例を改め、上場株

式等に係る譲渡所得等に係る国民健康保険税の課税の

特例を定め、並びにその他所要の改正を行うため。

質　疑

　問　改正規定中、配当所得等が示すものについて。
　答　従来の配当所得に、国債、地方債等の特定公社債
等の利子所得が、上場株式等の配当所得の対象に追

加されたものである。

●平川市生きがい活動拠点施設条例の一部を改

正する条例案

（平成２５年９月２５日から施行）

　施設の老朽化が著しく、安全な使用を担保すること

が困難な状態の、平川市ふれあいセンターを廃止する

ため。

●旧慣による市有財産の使用許可の延長について

　旧慣による市有財産の使用許可を延長するため。

１．旧慣により使用している財産の所在地、種類、面積

　　平川市金屋上早稲田１６５番３

　　原野　３万９，８５８平方メートル

２．使用を許可している者の住所、氏名

　　平川市金屋中松元４６番地

　　金屋町会長　駒井光芳

３．使用目的

　　造林管理

４．使用延長期間

　　平成２５年１２月１日から平成５５年１１月３０日まで

５．使用料

　　無　償

質　疑

　問　市有財産に係る立木を伐採する際の配分率は。
　答　金屋町会が管理しているためすべて町会に配分さ
れる。

●市道路線の廃止について

　道路法第１０条第１項の規定により、市道町居南田

２号線を廃止するため。

●市道路線の認定について

　道路法第８条第２項の規定により、市道町居南田２

号線ほか４路線を新たに認定するため。

●水道事業会計未処分利益剰余金の処分について

　地方公営企業法第３２条第２項の規定により、毎事

業年度生じた剰余金の処分について、条例の定めると

ころによりまたは議会の議決を経なければならないた

め、平成２４年度平川市水道事業会計未処分利益剰金

４，４０９万１，５９７円を減債積立金に積み立てるもので

ある。

条 例 案 そ の 他



平成２５年度一般会計補正予算

総額１７２億５，８３３万円に

　予算の総額に、歳入歳出それぞれ１億８２８万円を追

加し、予算の総額をそれぞれ１７２億５，８３３万円とする。

質　疑

　問 　財政調整基金減額理由と現在の残高は。

　答 　地方交付税が見込みより多く交付されたため減額

した。残高はおおよそ１９億円である。

　問 　農道圧雪モデル事業内容は。

　答 　広船地区で１２月から２月にかけて、月１回ス

ノーモービルを使って実施する。

　予算の総額に、歳入歳出それぞれ４，１０２万７，０００円

を追加し、予算の総額を４１億８，５２２万３，０００円とする。

　予算の総額に、歳入歳出それぞれ３，３３２万５，０００円

を追加し、予算の総額を３５億６５９万５，０００円とする。

質　疑

　問 　支払基金返還金３１３万５，０００円の内容は。

　答 　この返還金は借り入れに対するものではなく、平

成２４年度の介護保険における給付額が確定した時

点で、国、県、市町村、支払基金が一定の負担率に

よる清算を行った結果生じた額である。

　予算の総額に、歳入歳出それぞれ１７１万円を追加し、

予算の総額を７億４，７７５万３，０００円とする。

　予算の総額に、歳入歳出それぞれ１５７万２，０００円を

追加し、予算の総額を３億４，５５１万５，０００円とする。

　収益的収入及び支出のうち、支出について、修繕の

ための工事費を１０４万５，０００円増額し、人事異動等に

伴う人件費を６８万７，０００円減額し、差し引き支出額

３５万８，０００円を増額するものである。

　収益的収入及び支出のうち、支出について、人事異動

等に伴う人件費２１０万７，０００円を増額するものである。

質　疑

　問 　下水道水洗化率は。

　答 　３月末現在で 76.5％である。

　小和森財産区・平田森財産区

質　疑

　問 　平田森財産区の貸付収入内容は。

　答 　数年前に県道が崩落した際の土砂をストックして

運びだすために、業者に土地を貸したものである。

第３回定例会（審議した議案）

補 正 予 算

一 般 会 計

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

学校給食センター特別会計

水道事業会計

下水道事業会計

財産区一般会計

国民健康保険診療施設事業
診療所特別会計

平成　　年　　月　　日

平川市議会議長（氏名）殿

　　　　請願（陳情）者　住　所

　　　　　　　　　　　　氏　名

　　　　　　　紹介議員　氏　名

　　　　○○○に関する請願（陳情）書

【請願（陳情）の要旨】

【理　由】

印

印
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　問 　固定資産税が前年対比で約６，９００万円の減と

なった要因は。

　答 　固定資産税は、土地評価の下落、２４年度評価替

えに伴う家屋評価の下落、償却資産の新規取得と廃

止等の移動による減額が要因である。

　問 　差し押さえ等の対応状況は。

　答 　２４年度では、預金１０５件、給料４４件、中山間

交付金３２件、戸別補償交付金２３件、出資金１８件

となっている。

　問 　市長交際費の不用額が多い理由は何か。

　答 　毎年２００万円の予算計上をしているが、香典、

献花、祝儀、会費等で使用するのは半分程度である。

情報公開で公表することを進めているため、支出内

容には注意している。

　問 　市民後見推進事業委託料とは何か。

　答 　市民後見人として活動をする地域住民に対して、

後見業務を適正に行うために知識・技能を習得する

養成研修を実施するもので、平川市社会福祉協議会

に委託をしている。後見人に８名を養成している。

　決算特別委員会は、議員２０名全員を委員とし、９月６日に委員長に山田尚人委員、副委員

長に對馬　實委員が指名推選により選任されました。

　委員会は当初９月１３日、１７日、１８日の予定でしたが、大雨による被害対策のため会期日程

を変更し、９月１３日・１８日・１９日の３日間委員会が開催されました。一般会計、各特別会計

及び企業会計の平成２４年度決算認定について審査しました。各委員から活発な質疑が行われ

た結果、一般会計・国民健康保険・介護保険特別会計は賛成多数で、その他会計決算はすべ

て認定されました。　　　　　　　　　　（※質疑内容は要約し、抜粋して掲載しています。）

総 務 費

民 生 費

一 般 会 計
山　田　尚　人　委員長 對　馬　　　實　副委員長

歳 入 全 般

歳 出 全 般

決算特別委員会



　問 　３８１万７，０００円の事故繰越しとは何か。

　答 　豪雪被害対策としてリンゴの苗木購入の助成をし

たが、苗木の在庫がなくなる状況が続き次年度に繰

り越して予算執行にかかるための処理である。

　問 　多重債務者対策貸付金とは。

　答 　金融機関等からの借入不可能で生活が非常に困窮

している方に対し、青森県消費者信用生活協同組合

の救済資金貸付制度により、市が金融機関へ貸し付

けのための原資となるお金を預け、それをもとに多

重債務者に貸し付けを行う事業である。

　問 　工事請負費で支出した金額よりも繰越額が多い理

由は。

　答 　凍結により道路が盛り上がりひび割れる凍上災に

ついて国へ補助申請したところ、３月に交付決定

内示があり２４年度内での工事ができなくなったた

め、翌年度に繰り越したためである。

　問 　自主防災組織の組織率は。

　答 　２４年度で２４組織設立され、組織率は５２．１％で

ある。

　問 　総合運動施設工事請負費の約３億１，０００万の繰

越額の理由は。

　答 　１月の臨時議会において、おのえスポーツセン

ター野球場等整備工事が工事費不足により追加補正

させていただいた分である。

農林水産業費

　問 　２４年度の滞納・世帯数等は。

　答 　滞納者数は２９２件、３，６４４万４，６８８円である。

平成２５年５月末時点で、資格証明書の世帯は１８

世帯、短期証明書の世帯は３５４世帯、そのうち保

険証の未交付世帯は７３世帯となっている。

　問 　毎年高くなるが、１２カ月分完納したら１カ月分

を払い戻しするなど、市独自の方法はできないか。

　答 　全体の給付費の割合が国、県、基金等で決められ

ているため不可能である。

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

　２４年度決算は、不用額の金額が大きく、不用額
の一部でも市民から喜ばれる施策にあてがうことが
できなかったものか。農林水産業費の繰越明許費に
ついては明快な答弁を聞くことができず、市当局の
姿勢により決算審査が不透明なものとなってしまっ
たため認定に反対する。

反対討論あり

　翌年へ繰り越す財源を除いた実質黒字額は
２億３，７１３万８，０００円であり、うち１億３，０００万
円を財政調整基金へ組み入れている。３億円の繰上
償還の実施をはじめとし、財政健全化比率が好転し
たことなどから認定に賛成する。

賛成討論あり

国民健康保険特別会計

特 別 会 計

　重税感に苦しむ市民が多く、払うのに一番負担能
力を超えた税だと訴えている。社会保障としての国
民健康保険制度を守る意味からも、決算認定に反対
する。

反対討論あり

　保険税収入は県平均を上回る収納率を維持して
おり経営努力が認められる。歳出では保健事業
が健全に運営されており、安定した国保運営事業
がなされていることから、決算認定に賛成する。

賛成討論あり

介 護 保 険 特 別 会 計

決算特別委員会
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　問 　賄材料費で地元食材の使用が２３年度の１７．３％

から２４年度が１５．７％と低くなった理由は。

　答 　地元豆腐店が給食から撤退したことにより重量

ベースで出される比率が低くなったことが大きな要

因である。

　問 　事業収入とは何か。

　答 　個人の使用料、社会福祉協議会の使用料をいただ

いていることから事業収入となっている。

　問 　異臭味問題の解決策としてのダム湖への曝気装置

導入等であるが、それらの市への費用負担がでてく

るのか。

　答 　一義的な今の現状では負担を求める議論はされて

いないが、莫大な装置の必要がでてきた場合には、

関係市町村と議論にはなるのではないかと思われ

る。

尾 上 地 区 住 宅 団 地
温 泉 事 業 特 別 会 計

学校給食センター特別会計

水道事業会計

平成２４年度　各会計の決算状況
（単位：円）　

会　　計　　名 収　　入　　額 支　　出　　額

一　　般　　会　　計 １６５億２，７８８万５，６７４円 １６１億９，９４０万８，７０２円

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 ４２億 ２４３万２，６２３円 ４１億９，７２７万 ５５円

介 護 保 険 ３４億３，６７９万４，１１９円 ３４億１，６８６万 ３２６円

後 期 高 齢 者 医 療 ２億４，６０４万５，８９５円 ２億４，５３２万８，５９５円

診 療 所 ４億１，０７８万８，８９８円 ４億１，０７８万８，８９８円

学 校 給 食 セ ン タ ー ３億５，０００万５，３３５円 ３億５，０００万５，３３５円

尾上地区住宅団地温泉事業 １，０６８万２，２１１円 ７４３万５，９４５円

簡 易 水 道 １，７８４万 ７５４円 １，７８４万 ７５４円

計 ２５２億 ２４７万５，５０９円 ２４８億４，４９３万８，６１０円

企
業
会
計

水 道 事 業
収 益 的 ５億１，１４２万８，７２８円 ４億５，５７１万９，２２３円

資 本 的 ２，６６０万５，０００円 ２億４，４０５万９，０４２円

下水道事業
収 益 的 ８億５，６９０万２，７７９円 ９億１，０５５万４，８８３円

資 本 的 ４億５，３６８万４，０００円 ７億２，１５８万 ５９９円

　平成２４年度からの３カ年の運営は、財政安定基
金に頼らざるを得ない状況を危惧するものであり、
第５期事業計画はサービス後退の声が寄せられてい
ることから、決算認定に反対する。

反対討論あり

　保険給付額も計画額の範囲に収まっており、地域
支援事業においても生き生きとした安心した生活が
より長く送れるような施策が展開されていることか
ら、決算認定に賛成する。

賛成討論あり

決算特別委員会



平成２４年度　一般会計の決算状況
【歳入】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

割合
（％）

予算現額 調 定 額 収入済額
収入割合（％）

予算対 調定対 歳入計対

自　

主　

財　

源

市 税

２０．３

２，３１４，４７６，００９ ２，３０２，６８９，０００ ２，４７７，５７８，０９８ ２，３１４，４７６，００９ １００．５ ９３．４ １４．０

分担金及び負担金

１，０３８，５９４，５６９

１９２，０５９，０００ ２００，７７１，９４３ １９４，０６１，１８３ １０１ ９６．７ １．２

使用料及び手数料 １１０，２５８，０００ １１８，１４０，６４４ １１７，０９９，３１６ １０６．２ ９９．１ ０．７

財 産 収 入 ７０，３０７，０００ ７９，３３３，０５９ ７９，１４４，０５９ １１２．６ ９９．８ ０．５

寄 附 金 １，７０６，０００ １，９０８，１３９ １，９０８，１３９ １１１．８ １００ ０

繰 入 金 ３３２，０００ ３２８，６５０ ３２８，６５０ ９９ １００ ０

繰 越 金 １２４，４２４，０００ １２４，４２４，５４５ １２４，４２４，５４５ １００ １００ ０．８

諸 収 入 ５００，１８３，０００ ５６３，８２０，３９４ ５２１，６２８，６７７ １０４．３ ９２．５ ３．２

依　

存　

財　

源

地 方 譲 与 税

７９．７

６２６，１８７，９９７

２３３，５９０，０００ ２３３，５９０，０００ ２３３，５９０，０００ １００ １００ １．４

利 子 割 交 付 金 ４，５１８，０００ ４，５１８，０００ ４，５１８，０００ １００ １００ ０

配 当 割 交 付 金 ２，２１４，０００ ２，２１４，０００ ２，２１４，０００ １００ １００ ０

株式等譲渡所得割交付金 ４１１，０００ ４１１，０００ ４１１，０００ １００ １００ ０

地方消費税交付金 ２９２，５００，０００ ２９２，５００，０００ ２９２，５００，０００ １００ １００ １．８

ゴルフ場利用税交付金 １３，２３０，０００ １３，２３０，９９７ １３，２３０，９９７ １００ １００ ０．１

自動車所得税交付金 ６３，９９６，０００ ６３，９９６，０００ ６３，９９６，０００ １００ １００ ０．４

地方特例交付金 １１，０４３，０００ １１，０４３，０００ １１，０４３，０００ １００ １００ ０

交通安全対策特別交付金 ４，６８５，０００ ４，６８５，０００ ４，６８５，０００ １００ １００ ０

地 方 交 付 税 ８，５４７，４８０，０００ ８，５４７，４８０，０００ ８，５４７，４８０，０００ ８，５４７，４８０，０００ １００ １００ ５１．７

国 庫 支 出 金
３，１１６，５６４，０９９

２，１３５，９１８，０００ ２，０１３，７２６，９７１ ２，０１３，７２６，９７１ ９４．３ １００ １２．２

県 支 出 金 １，１０２，４８２，０００ １，１０２，８３７，１２８ １，１０２，８３７，１２８ １００ １００ ６．７

市 債 ８８４，５８３，０００ １，２０５，１８３，０００ ８８４，５８３，０００ ８８４，５８３，０００ ７３．４ １００ ５．３

歳 入 合 計 １６，５２７，８８５，６７４ １６，９１９，２０８，０００ １６，７４１，１２０，５６８ １６，５２７，８８５，６７４ ９７．７ ９８．７ １００

　※構成比は、四捨五入のため積算が一致しない場合がある。

【歳出】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

科　　　目 予 算 現 額 支 出 済 額 繰　越　額
執行割合（％）

予 算 対 歳出計対

議 会 費 １７６，８７４，０００ １７４，６６８，５４５ ９８．８ １．１

総 務 費 １，９９１，０１６，０００ １，９６２，２５８，３３３ ９８．６ １２．１

民 生 費 ５，０３７，３１０，０００ ５，０００，１６７，９４５ ９９．３ ３０．９

衛 生 費 １，０３７，５７３，０００ １，００３，６４９，３６４ ９６．７ ６．２

労 働 費 ８７，８７２，０００ ８２，６７０，７０７ ９４．１ ０．５

農 林 水 産 費 １，２１９，２９８，０００ １，１０４，０９４，３７９ １０１，９１７，０００ ９０．６ ６．８

商 工 費 ４９５，３１９，０００ ４８１，６５７，４５７ ９７．２ ３．０

土 木 費 １，８４９，８４１，０００ １，７２７，７７０，５４４ １１３，２００，０００ ９３．４ １０．７

消 防 費 ７１４，０９５，０００ ７０８，７６３，９５３ ９９．３ ４．４

教 育 費 １，５２０，１１３，０００ １，１７６，２５４，９３３ ３１６，７１９，０００ ７７．４ ７．２

災 害 復 旧 費 ８８，２６７，０００ ８２，９４８，９５８ ５，０２５，０００ ９４ ０．５

公 債 費 ２，６９４，５５７，０００ ２，６９４，５０３，５８４ １００ １６．６

予 備 費 ７，０７３，０００ ０ ０ ０

歳 出 合 計 １６，９１９，２０８，０００ １６，１９９，４０８，７０２ ５３６，８６１，０００ ９５．７ １００

決算特別委員会



ひらかわ市議会だより　第３２号

議案
番号

議　　案　　名
本　会　議 常任委員会

結　果 備　考 付託先 結　果 備　考

【条　例　案】

９６ 平川市税条例の一部を改正する条例案 原案可決 総務企画 原案可決

９７ 平川市国民健康保険税条例の一部を改正する条例
案 原案可決 教育民生 原案可決

９８ 平川市生きがい活動拠点施設条例の一部を改正す
る条例案 原案可決 教育民生 原案可決

【そ　の　他】

９９ 旧慣による市有財産の使用許可の延長について 原案可決 総務企画 原案可決

１００ 市道路線の廃止について 原案可決 建設経済 原案可決

１０１ 市道路線の認定について 原案可決 建設経済 原案可決

１３５ 平成２４年度　平川市水道事業会計未処分利益剰余
金の処分について 原案可決 建設経済 原案可決

【補正予算案】

１０２ 平成２５年度　平川市一般会計補正予算案（第３号） 原案可決 総務企画 原案可決

１０３ 平成２５年度　平川市国民健康保険特別会計補正予
算案（第１号） 原案可決 教育民生 原案可決

１０４ 平成２５年度　平川市介護保険特別会計補正予算案
（第１号） 原案可決 教育民生 原案可決

１０５ 平成２５年度　平川市国民健康保険診療施設事業診
療所特別会計補正予算案（第１号） 原案可決 教育民生 原案可決

１０６ 平成２５年度　平川市学校給食センター特別会計補
正予算案（第１号） 原案可決 教育民生 原案可決

１０７ 平成２５年度　平川市水道事業会計補正予算案
（第１号） 原案可決 建設経済 原案可決

１０８ 平成２５年度　平川市下水道事業会計補正予算案
（第１号） 原案可決 建設経済 原案可決

１０９ 平成２５年度　平川市小和森財産区一般会計補正予
算案（第１号） 原案可決 総務企画 原案可決

１１０ 平成２５年度　平川市平田森財産区一般会計補正予
算案（第１号） 原案可決 総務企画 原案可決

【歳入歳出決算】

１１１ 平成２４年度　平川市一般会計歳入歳出決算認定に
ついて 原案認定 起立採決 決算特別 原案認定 起立採決

１１２ 平成２４年度　平川市国民健康保険特別会計歳入歳
出決算認定について 原案認定 起立採決 決算特別 原案認定 起立採決

１１３ 平成２４年度　平川市介護保険特別会計歳入歳出決
算認定について 原案認定 起立採決 決算特別 原案認定 起立採決

１１４ 平成２４年度　平川市後期高齢者医療特別会計歳入
歳出決算認定について 原案認定 決算特別 原案認定

１１５ 平成２４年度　平川市国民健康保険診療施設事業診
療所特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定 決算特別 原案認定

１１６ 平成２４年度　平川市学校給食センター特別会計歳
入歳出決算認定について 原案認定 決算特別 原案認定

１１７ 平成２４年度　平川市尾上地区住宅団地温泉事業特
別会計歳入歳出決算認定について 原案認定 決算特別 原案認定

平成２５年
（９月議会）

議決一覧表



議案
番号

議　　案　　名
本　会　議 常任委員会

結　果 備　考 付託先 結　果 備　考

１１８ 平成２４年度　平川市簡易水道特別会計歳入歳出決
算認定について 原案認定 決算特別 原案認定

１１９ 平成２４年度　平川市水道事業会計決算認定につい
て 原案認定 決算特別 原案認定

１２０ 平成２４年度　平川市下水道事業会計決算認定につ
いて 原案認定 決算特別 原案認定

１２１ 平成２４年度　平川市広船財産区一般会計歳入歳出
決算認定について 原案認定 決算特別 原案認定

１２２ 平成２４年度　平川市小和森財産区一般会計歳入歳
出決算認定について 原案認定 決算特別 原案認定

１２３ 平成２４年度　平川市荒田財産区一般会計歳入歳出
決算認定について 原案認定 決算特別 原案認定

１２４ 平成２４年度　平川市大坊財産区一般会計歳入歳出
決算認定について 原案認定 決算特別 原案認定

１２５ 平成２４年度　平川市柏木町財産区一般会計歳入歳
出決算認定について 原案認定 決算特別 原案認定

１２６ 平成２４年度　平川市大字大光寺財産区一般会計歳
入歳出決算認定について 原案認定 決算特別 原案認定

１２７ 平成２４年度　平川市平田森財産区一般会計歳入歳
出決算認定について 原案認定 決算特別 原案認定

１２８ 平成２４年度　平川市新尾崎財産区一般会計歳入歳
出決算認定について 原案認定 決算特別 原案認定

１２９ 平成２４年度　平川市新館財産区一般会計歳入歳出
決算認定について 原案認定 決算特別 原案認定

１３０ 平成２４年度　平川市沖館財産区一般会計歳入歳出
決算認定について 原案認定 決算特別 原案認定

１３１ 平成２４年度　平川市葛川財産区一般会計歳入歳出
決算認定について 原案認定 決算特別 原案認定

１３２ 平成２４年度　平川市吹上・高畑財産区一般会計歳
入歳出決算認定について 原案認定 決算特別 原案認定

１３３ 平成２４年度　平川市原田財産区一般会計歳入歳出
決算認定について 原案認定 決算特別 原案認定

１３４ 平成２４年度　平川市碇ヶ関財産区一般会計歳入歳
出決算認定について 原案認定 決算特別 原案認定

【報　　　告】

１０ 平成２４年度　平川市健全化判断比率について

１１ 平成２４年度　平川市資金不足比率について

１２

専決処分した事項の報告について

・専決第１２号　損害賠償額の決定について

・専決第１３号　損害賠償額の決定について

【議員提出議案】

３ 議員派遣について 原案可決 付託省略

４ 議員派遣について 原案可決 付託省略

議決一覧表



ひらかわ市議会だより　第３２号

１．古川　敏夫　議員（一括質問方式）
　１．福祉行政について

　２．地域活性化事業について

２．石田　隆芳　議員（一括質問方式）
　１．市町村対抗青森県民体育大会について

３．工藤　竹雄　議員（一括質問方式）
　１．地域力創造のための起業者について

　２．社会資本整備総合交付金について

４．福士惠美子　議員（一括質問方式）
　１．市長の公約について

　２．職員の採用について

　３．環境問題について

５．今　　俊一　議員（一括質問方式）
　１．都市圏からの人材派遣について

　２．やすらぎ聖苑と町会管理公園の樹木管理について

６．齋藤　政子　議員（一括質問方式）
　１．空き家の実態と管理について

　２．河川の管理について

７．齋藤　　剛　議員（一括質問方式）
　１．空き家対策条例設置について

　２．市長の政治姿勢について

８．齋藤　律子　議員（一問一答方式）
　１．介護保険制度の改悪について

　２．健康で長生きな平川市をめざす取り組みについて

　３．農作物放射性物質検査結果について

　４．投票率向上について

平成２５年 第３回（９月）定例会　一般質問傍聴席平成２５年 第３回（９月）定例会　一般質問傍聴席

※９月議会では２５名の方が傍聴されました

一 般 質 問



１．福祉行政について

　　問　平川市長期総合プラン後期基本計画に基づき進められている、国
民健康保険の充実と健全運営、国民年金の充実、介護保険の充実と

健全運営についての施策をどのように評価をしているのか。

　　答　くらしを支える社会保障制度の充実として、医療費の適正化、保
険税収納確保、制度の周知・啓蒙等を図った結果、国保税は一般会

計からの繰り入れ等を実施することなく運営されている。また特定

健診等は県内でも高い受診率となっている。

　　　　政府の社会保障制度改革国民会議では少子化対策・医療・介護・

年金の社会保障４分野について最終報告書を提出し社会保障改革の

法整備や実施時期を定めたプログラム法案の骨子を閣議決定した。

国の制度改革の動向を注視し、適切に対応していく考えである。

２．地域活性化事業について

　　問　平川ねぷたまつりへの観光客 10 万人実現に向かっていろいろ計画
し、関係各所と協議を進めている。平川市の活性化のためと考えて

いるが、市長の所見は。

　　答　計画書を担当部に提出していただき検討しながら対処したい。で
きる限りの応援はさせていただく。

古川　敏夫　議員

１．市町村対抗青森県民体育大会について

　　問①合併時にあつらえた平川市選手団のユニホームが全く更新されて
いない。士気を高めるためにも定期的にユニホーム・ゼッケンの交

換を。

　　　②１８種目中平川市が参加していない、剣道と相撲について指導者を
召喚し競技環境を整える検討はできないか。

　　答①全種目団体のユニホームの新調は多額の経費を必要とすることか
ら、計画的に更新を行うことで協議している。

　　　②市内において相撲と剣道の競技人口が少ないのは事実である。

　　　　中学校での武道必修化に伴い、興味関心を持つ方が増えることと

思われるが、部活動は学校長の判断により保護者の意向・顧問教諭

の配置可否等により決定されおり、少子化の状況から部活動数は減

少傾向にある。

　　　　学校の部活動以外でも地域スポーツクラブ等の指導者により各種

活動が展開されていることから、平川市体育協会と連携しあい指導

者研修等を実施し環境整備を図っていきたい。

石田　隆芳　議員

一 般 質 問



ひらかわ市議会だより　第３２号

１．市長の公約について
　　問　選挙公約において実施した事業とその実績について。
　　答　主な実績としては、カントリーエレベーターと低温農業倉庫の建

設、各町会へのコミュニティ育成事業奨励金の交付、木質バイオマ
ス発電関連会社の設立支援、小規模特別養護老人ホーム２箇所の開
設、市内全小・中学校への学習支援員の配置である。公約外では、
古懸不動橋架替工事、尾上野球場整備、総合運動場施設整備などが
ある。また、東日本大震災と黎明郷撤退は予期せぬ重大な事態であっ
たが、皆様の御支援をいただき公約を達成、着手することができた。

２．職員の採用について
　　問　公共施設等の維持・修繕も多くあることから土木及び建築専門職

の採用はどうなっているのか。
　　答　市町村合併に伴う人件費削減などから職員採用を抑制してきた結

果、特に技術職員不足が顕著となった。建築技師は２３、２４年度に１名ず
つ採用しているので来年度は土木技師を２名程度採用する予定である。

３．環境問題について
　　問　小型家電回収とリサイクル分別収集について。
　　答　弘前圏域定住自立圏内８市町村が連携して小型電子機器等リサイ

クルシステム構築実証事業を実施し、市役所本庁舎及び各総合支所
へ回収ボックスを設置している。ＰＲの徹底、回収ボックスの増設、
回収方法などを検討したい。リサイクル分別についても回収拠点の
充実、分別方法の周知徹底をはかり、ごみの減量・リサイクルを進
めていきたい。

福士惠美子　議員

１．地域力創造のための起業者定住促進モデル事業について
　　問　市町村に対して課題解決に適した外部専門家を派遣する外部専門

家活動事業、地域活性化に必要な外部専門家の活用を支援するため

の地域人材ネット運営等を実施する外部専門家紹介事業。この事業

における平川市の現状は。

　　答　この事業は総務省に登録されているアドバイザーを地域に派遣し、
Ｉターン、Ｕターン者の定住促進に取り組むものだが、当市での事

業活用実績はない。しかし、定住促進は大切な課題としてとらえて

いることから、地域のニーズにマッチする外部人材があれば、事業

の活用を図っていきたい。

２．社会資本整備総合交付金について
　　問　この交付金による各事業の実績内容は。また、交付金による新規

及び継続事業の計画内容は。

　　答　これまでの実績は、苗生松地区道路改築事業、橋りょう長寿命化
修繕計画策定事業、除雪事業及び建設機械整備事業、古懸不動野線

道路改築事業、公営住宅移転費等助成事業等８事業、５億２，５３３万円、

国庫補助金３億２，７０８万１，０００円の実績となっている。継続事業は、

平成２８年度までの古懸不動野線改築事業、平成２７年度までの公営

住宅等ストック総合改善事業等３件の、合計４事業。新規事業は今

年度より実施の新館野木和町居線道路改築事業及び市道舗装補修事

業、平成２６年度から着手予定の橋りょう補修事業となっている。

工藤　竹雄　議員

一 般 質 問

小型家電回収ボックス



１．空き家の実態と管理について
　　問　平川市の空き家軒数等の実態と苦情等に対する市の対応・考え方

について。

　　答　今年２月から３月にかけて町会立会いのもと実態を調査を行った
結果、全体で４２３棟の空き家を確認し、適切に管理されていないと

思われる建物は約１００棟、そのうち倒壊と判断した建物は７棟、危

険で状況改善が必要と判断された建物は１２棟となっている。

　　　　秋の臨時国会で空き家対策に関する新法案が提出されると報道が

あったが、当市でも条例制定も視野に入れ、国の動向を注視すると

ともに検討していきたい。

２．河川の管理について
　　問　川の中の土砂・雑木の片づけ等について。
　　答　平川市内を流れる河川のほとんどは、青森県が管理する１級河川

であり、県管理の上流部及び五郷川などを普通河川として市で維持

管理している。

　　　　河川に関する苦情等は市の土木課が窓口となっており、要望等を

受けた時は現地確認の上、県管理区間は県へ要望、市管理区間につ

いては土木課で対応している。

齋藤　政子　議員

１．都市圏からの人材派遣について
　　問①総務省の各自治体への人材派遣事業について
　　　②平川市として人材を受け入れる考えはあるか
　　答　総務省が所管する外部人材活用事業は、さまざまなノウハウをもっ

た外部人材を活用して地域づくりなどを行うことにより地域の活性
化を図るものとなっている。

　　　　平川市では平成２１年度に熊本大学の教授を招き、東部地区及び久
吉地区の現状をチェックする集落点検を実施。今年度は県主催によ
り、総務省の地域の元気有識者会議委員を招き、人口減少時代の地
域づくりセミナーが当市で開催される。

　　　　地域のニーズにマッチする外部人材がいる場合には、各種事業を
活用しながら地域活動を支援していく考えである。

２．やすらぎ聖苑と町会管理公園の樹木管理について
　　問　やすらぎ聖苑の樹木剪定等の植栽管理はどうなっているのか。
　　　　町会管理公園には指定管理者が委託料を受け取っているところと

無料で行っているところの二つの指定管理者制度がある。何が異な
るのか。

　　答　やすらぎ聖苑の指定管理業務の中に成長した樹木の手入れまで委
託業務に入っておらず、予算措置もなされていなかった。来年度予
算で対応したい。町会管理公園は、平賀・碇ヶ関地域 15 件は建設当
時から地元による無償管理の協力を前提とし進めてきたが、尾上地
域７件は有償で管理依頼をしてきたことから、他地域と同様の指定
管理者制度への移行に同意を得られなかった。統一した管理体制が
困難なため、現状を維持した管理となっている。

今　　俊一　議員

一 般 質 問



ひらかわ市議会だより　第３２号

１．介護保険制度の改悪について
　　問　平成２７年度から要支援１、２の軽度向けサービスを介護保険から

外し市町村事業に移行させることについて。

　　答　現在の利用者数と給付水準を当てはめると交付金対象として実施
できる上限を超えるため、総合的に調整し市の財政負担や利用者へ
の影響を最小にとどめるため、国の動向を見ながら事業実施を検討
する。

２．健康で長生きな平川市をめざす取り組みについて
　　問　健康推進市民運動を起こすことが必要ではないか。
　　答　市が行う特定保健指導や各種健康教育、市内各団体に対する健康講

座などあらゆる機会を活用し、健康に関する正しい知識を理解しても

らうことで、個々の意識改革につなげていく取り組みを行っている。

３．農作物放射性物質検査結果について
　　問　子どもの内部被ばくを防ぐために高精度な機器を購入し放射性物

質検査をしてはどうか。

　　答　現在の検査体制を保ち、異常値が出た時点で国・県とともに精密
試験を行う体制を構えているので、当面このようにしていく。

４．投票率向上について
　　問　有権者が投票しやすい環境をつくることが大切ではないか。
　　答　投票所への車いすの配置、簡易スロープの設置の検討や期日前投

票所の案内と周知を行う。また、今後投票区の見直しを検討する予

定である。

齋藤　律子　議員

１．空き家対策条例設置について

　　問　国に先がけて、平川市で条例をつくれないものか。
　　答　過疎地域や豪雪地帯といった地理的要因や少子高齢化、複雑な相

続問題なども加わり空き家が増加しているものと考える。条例設置

については国の動向を注視し、他の自治体の情報収集や関係部署に

よる協議を行うなど、対策・仕組みについて検討していく。

２．市長の政治姿勢について

　　問　１期目の実績を踏まえ、ぜひ２期目に向けてがんばってもらいた
いと期待している。

　　答　平川市民がどういう市政をのぞんでいるのか民意を問いたい。市
長の任期の間、自分が進めてきたこと、これから進めていきたいこ

とを理解していただくために、ゆっくりと時間をかけて決めたいと

思っている。

齋藤　　剛　議員

一 般 質 問



●所感　その１

　高山市議会の議会改革の流れは、平成１７年２

月に９市町村を編入合併し日本一広い市となった

ことから、議員相互の議論を深めて合意形成を図

り、わかりやすく開かれた議会を目指すこととな

りました。

　選挙区と議員定数の決定、市民意見交換会の開

催、議会広報紙の発行、事業評価結果の点検、政

策討論会の開催及び委員会による政策提言の実施

など、議会のあるべき姿について徹底議論を行い

新たな取り組みを行いました。

　議論と行動を重ね、市民と情報や課題を共有す

ること、合意形成を目指して活発な議員間討議を

行うこと、積極的に政策提言を行うこととし、こ

れらの認識に基づいた議会運営を行うため、高

山市議会基本条例が平成２３年３月２５日に可決、

平成２３年５月１日より施行されました。

　市町村合併から約８年での議会基本条例の施行

に、当市においてもできるところから取り組んで

いくことが必要ではないかと感じました。

●所感　その２

　現在の高山市消防本部は飛騨地方に２つあった

組合を解散し、市町村合併の前年平成１６年２月

１日からスタートしました。給与にはあまり影響

はなかったが一部階級変更に伴う降格がありまし

た。

　日本一広い面積市での消防活動や救急体制の在

り方、各地域の消防団の連携については、救急車

で片道５０分もかかるような所はドクターヘリを

活用。診療所の医師が患者に付き添い救急車に同

乗することが多いとのことです。消防団は１０支

団あり、定数２，１００人だが実数で２５０人不足し

ています。確保対策として消防の合併を機に定年

制を廃止。災害協力団員制度があるとのことでし

た。

　当市も東部地区や碇ヶ関地域など遠方箇所があ

るため、今年度合併した弘前地区消防事務組合に

もおおいに期待したいと思いました。

●研修視察期間

　平成２５年１０月１４日（月）～１０月１６日（水）まで

●研修目的と視察先

　１．議会改革の先進議会へ訪問研修（岐阜県高山市：高山市議会）

　２．消防行政について（岐阜県高山市：高山市消防本部）

●参加議員

　齋藤律子議員

議員研修視察報告

高山市役所ロビーにある情報コーナー 高山市消防本部で説明を受ける



ひらかわ市議会だより　第３２号

　１０月２９日に大阪府四條畷市議会議員４名が、「地域の教育力による学校支援活動推進事業」

「平成の寺子屋」事業について、１１月７日に京都府宮津市議会議員２名が「中小企業支援制度」

「ひらかわ推奨品制度」事業の取り組みについて、当市へ行政視察に訪れました。

ようこそ平川市へ

◆大阪府四
し

條
じょう

畷
なわて

市議会議員研修の様子 ◆京都府宮津市議会議員研修の様子



「ひらかわ市議会だより」は、環境に配慮した

再生紙とインクを使って印刷しています。

** 議会の動き議会の動き **
９月　１日

〃日

〃日

２日

３日

６～２０日

９日

１３日

１５日

１６日

１８日

１９日

１０月　２日

３～４日

７日

１０～１１日

１４～１６日

２９日

１１月　１日

５日

７日

〃日

９日

１１日

１２日

１４日

２２日

〃日

〃日

２３日

２９日

第２３回平川市労働福祉大会運動会に議長出席

第３２回チャリティー慰労会並びに従業員表彰に議

長出席

第２０回青森県歌謡連合会選抜歌謡大賞に教育民生

常任委員長出席

議会運営委員会

議会広報特別委員会

平成２５年第３回定例会

建設経済常任委員会現地視察

平澤連隊長を囲む夕べに議長出席（弘前市）

祝敬老お楽しみ会に議長ほか出席

平川市長寿福祉大会に議長ほか出席

第５回通常総代会（津軽みらい農協）に議長出席

平成２５年黒石地区交通安全大会に議長出席（田舎

館村）

津軽新報創刊６５周年記念謝恩パーティーに議長出

席（黒石市）

東北市議会議長会事務局長会議に事務局長出席（八

戸市）

青森県市議会議長会議員研修会に議員１５名出席

（青森市）

青森県市議会議長会事務局職員研修会（五所川原市）

議員研修視察（岐阜県高山市）　１名

大阪府四條畷市議会より議員研修視察受け入れ

青森県市議会議長会事務局長会議に事務局長出席

（青森市）

知事を囲む懇談会に議長、事務局長出席（青森市）

京都府宮津市議会より議員研修視察受け入れ

平成 25 年度交通安全青森県民大会受賞祝賀会に議

長出席（黒石市）

平川市民文化祭2013オープニングフェスティバル

に副議長出席

議会広報特別委員会

北方領土返還要求青森県民大会に議長出席（黒石

市）

青森県市議会議長会第２回定期総会に議長、副議

長、事務局長出席

平成 25 年第２回青森県後期高齢者医療広域連合議

会定例会に議長出席（青森市）

教育民生常任委員会所管事務調査

おのえ企画「池田宏里ギター演奏＆ボジョレーヌー

ヴォの夕べ」に議長ほか出席

新嘗祭に議長出席

議会運営委員会

平成２５年

　物事を正しく伝えるとは、　至極当然なことであります

が、意外にもそのようになっていないのが世の中でもあり

ます。

　先日のある場所でのことですが、五所川原の立佞武多の

話の流れの中で、祭り期間の最後に昇天という意味で、立

佞武多を岩木川河川敷にて火をつけ燃やす作業が行われて

いたが、近年そのようなことが行われなくなったことが話

題になりました。

　どこの世間でも俗にいう「おべ様」がいて、火をつけて

燃やさないのは子どもたちの火遊びを抑えるための教育的

配慮からという人がいて、そばで聞いていた私は立佞武多

◆◆◆　編 集 室 から　◆◆◆

について詳しく知らないので、周囲の人たち同様に何の疑

念もなく話を聞いてきました。

　今回この原稿を書くにあたり何を書くか悩んでいたとき、

そうだ五所川原の立佞武多がなぜ燃やさなくなったのか、

それを紹介しようと思い改めて立佞武多について調べたと

ころ、その理由は経済的なことと立佞武多の館ができたこ

とによるものでした。

　つまり、子どもの火遊びは直接的に無関係でありました。

ネプタの火をみて子どもの火遊びを心配するあまりのこと

として理解しながら、物事を正しく伝えることの難しさを

考えさせられました。　　　　　　　　　　　（今　俊一）

議会の動き

◆このたび会派の異動および平新会に役員変更がありましたので、お知らせします。

　平成２５年１１月１日に、石田隆芳議員、鳴海伸仁議員、大澤敏彦議員、佐藤　雄議員が

平新会から退会しました。

役員名

会長代行兼副会長 田　中　友　彦

幹事長 山　田　尚　人

会　計 今　　　俊　一

監　事 佐々木　利　正

会　員 成　田　敏　昭

〃 齋　藤　　　剛

〃 齋　藤　政　子

会派名 人　数

平新会 ７名

拓政会 ６名

無会派 ７名（うち政党所属２名）

平 新 会 役 員 現在の会派別人数（平成２５年１１月１日現在）

おしらせ　～平川市議会会派の動き～


